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患者中心
ケアが拓く
腹膜透析の
未来
— 日本と韓国の取り組みから
考える将来展望 ―

AI翻訳字幕あり

英語での講演はリアルタイムで翻訳され、日本語訳が会場のサブスクリーンに投影されます。あわせて参加者がご自身の端末で翻訳結果を閲覧することも可能です。
詳細については大会HPをご参照ください。
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金井 英俊先生  
門司掖済会病院 院長

日本における腹膜透析の現状とこれから：
患者中心ケアの実現に向けて 
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Dr. Sung Gyun Kim  
Hallym University Sacred Heart Hospital, Korea  
Professor
How to Deliver Patient-Centered Care for Growing 
Home Dialysis: Korea’s Kidney Health Plan ����
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ホームページ
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